















































































































最近でも、2020 年 11 月 28 日にはTwitterで
「武邑光広の本が献本されてきたけど、バロウズ
だのネットだのについてくだらない世迷いごとを
並べてた時代からまったく進歩しておらず、プラ
イバシーだのネットだのについて、断片的な
ニュースを並べ立てて、問題だとか考えねばなら
ないとか、最後まで結論もまとまりも出せない。
無価値な本。捨てる。」
と言い捨てるなど、およそ 30 年に渡る書評家と
してのキャリアを経ても、何も丸くなっていない。
「CUT」や「GQ」「スタジオボイス」などのカル
チャー誌で書評連載をしたり、朝日新聞の書評委
員になったり、種々様々な雑誌の書評欄などかな
りの大舞台で書評を発表してきても、提灯など持
たず彼が駄本と感じたものは駄本と切り捨てるの
は、もはや彼の伝統芸だ。山形に新著を献本する
著者や編集者は、実に勇気と向学心と、若干の被
虐嗜好があると思う。
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そんなふうに、自分の美意識に見合わない人間
や考えや本に対して、つい皮肉を言わずにはおれ
ず、茶々を入れずにはいられない生来のお行儀の
悪さを抑制しようとしているのかいないのか（た
ぶん可能な限りしていない）、山形の「書評集成」
は彼らしい言論的おイタの「集大成」でもある。
この本の帯文で荻上チキが
「速度過剰な情報社会で、〈論争〉が成立し難く
なっている中、これぞパワフルなマジレスだなっ
て感動する……。」
と書くように、ここまで言葉による殴り合いに躊
躇せず好戦的な「論客」は、もう今の（インター
ネットセキュア志向で、まさか実名で事を荒立て
ることなど毛頭望まない）30 代以下にはなかな
か見当たらぬ。そういった意味で山形的な言論の
あり方は、ネット黎明期にパソコンをおもちゃに
していたブレイニー（頭でっかち）な世代特有の、
逃げ切った（山形はかつて浅田批判をしたが、ま
さに）スキゾな奴ららしいファイトスタイルなの
だろう。
大辛口の書評家・山形浩生が 30 年近くに渡っ
て書き綴った書評の、いわば傑作選。イデアの上
下やイデオロギーの左右は一旦不問に付し（そう
でなければいちいち引っかかって一向に先に進め
ないからだ）、山形のなんだかんだ端正な文章、
軽快なリズム、軽妙な機知を楽しみ、何よりも書
評の書き方を学び取れる本として、これを愉快に
笑って読まずにはいられない。トリックスターゆ
え批判されるが、実のところ彼は文章の名手であ
る。書評集という字ばっかりの堅い本のはずなの
だけれど、電車の中で油断して読んではいけない。
2020 年がマスクの年で、ホント良かった。
（※以上全編、全力で褒めておりますご理解くだ
さい。）
